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中野区
議会議員

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
本
会
議
に
て
一
般
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

１
．
男
女
共
同
参
画
施
策
に
つ
い
て

（
１
） 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て

　

中
野
区
が
目
指
す
、
全
員
参
加
型
社
会

を
作
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
区
民
一
人
ひ

と
り
の
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
が
必
要

不
可
欠
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
し
た
社
会
の
定
義
は
、「
国
民
一

人
一
人
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な

が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い

て
も
、
子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た

人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方

が
選
択
・
実
現
で
き
る
社
会
」
で
あ
り
、

そ
の
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
行
政
は
あ

ら
ゆ
る
障
害
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

妊
娠
、
出
産
で
の
解
雇
、
雇
い
止
め
、
精

神
的
、
肉
体
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
定
義

し
て
行
っ
た
連
合
の
調
査
で
は
、
４
人
に

一
人
が
経
験
し
た
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

産
み
た
い
と
願
う
人
が
い
つ
で
も
産
め
る

社
会
に
し
て
い
く
事
が
、
今
後
の
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
・
モ
デ
ル
を
変
え
、
本
当
の
意

味
で
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
と
呼
べ
る
事
に
な
る
と
思
う
が
、
区

の
見
解
は
。

A　

子
育
て
を
女
性
だ
け
の
問
題
と
は
せ

ず
に
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
広
く
啓
発
し
、
相
談
支
援
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
周

産
期
を
含
む
出
産
育
児
支
援
の
拡
充
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
本
格
実
施
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
、

安
心
し
て
出
産
や
育
児
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

非
常
に
残
念
な
事
に
、
都
議
会
に
て
女

性
都
議
の
一
般
質
問
の
際
に
、
セ
ク
ハ
ラ

と
取
れ
る
野
次
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
品
位
を
欠
く
だ
け
で
は
な
く
、
国

際
的
に
も
日
本
の
性
差
別
に
対
す
る
意
識

の
低
さ
を
露
呈
す
る
結
果
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
６
年
後
に
控
え
る
東
京
で
、
こ
の
よ

う
な
事
が
起
き
て
し
ま
っ
た
事
は
大
変
遺

憾
で
あ
り
、
国
際
社
会
へ
の
信
頼
回
復
が

急
務
だ
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
観
点
か
ら
も
、
セ
ク
ハ
ラ
を
根
絶
し
て

い
く
姿
勢
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
議
会
で

起
き
た
事
で
は
あ
る
が
、
日
本
社
会
の
根

深
い
性
差
別
意
識
を
変
え
て
い
く
に
は
、

社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
だ
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

A　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
男
性
・
女
性
双
方
の

意
識
改
革
に
つ
い
て
国
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

区
と
し
て
積
極
的
に
正
し
い
知
識
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

も
し
現
在
の
人
口
減
少
傾
向
が
続
け
ば
、

２
０
６
０
年
に
は
人
口
が
約
８
７
０
０
万

人
ま
で
減
少
す
る
と
い
う
検
証
結
果
も
出

て
お
り
、
２
０
３
０
年
に
合
計
特
殊
出
生

率
が
２•

１
程
度
に
回
復
す
る
場
合
に
お

い
て
も
、
２
０
９
０
年
代
ま
で
人
口
減
少

が
続
く
。
少
子
化
対
策
は
急
務
。
一
方
、

国
で
は
、
安
倍
内
閣
で
女
性
の
力
の
活
用

や
社
会
参
画
の
促
進
が
日
本
の
強
い
経
済

を
取
り
戻
す
た
め
に
不
可
欠
と
し
て
い
る
。

女
性
だ
け
が
、
家
事
や
育
児
を
行
い
な
が

ら
、
社
会
で
も
活
躍
す
る
と
い
う
事
は
不

可
能
で
あ
り
、
少
子
化
対
策
に
は
、
男
性

の
育
児
参
加
が
必
要
不
可
欠
だ
。
男
性
が

育
児
参
加
で
き
る
風
土
を
作
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A　

男
性
も
妊
娠
期
か
ら
両
親
学
級
等
へ

参
加
す
る
事
を
促
進
す
る
な
ど
、
共
同
し

て
育
児
を
進
め
る
た
め
の
意
識
の
醸
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
制
度
化
し
て
い
る
優
良
企
業

の
紹
介
な
ど
、
他
の
企
業
へ
の
波
及
も
進

め
た
い
。

２
．
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
て
る
た
め
の

教
育
に
つ
い
て

　

区
で
は
、
国
際
交
流
事
業
の
中
で
、
子

ど
も
と
外
国
人
の
交
流
を
実
施
し
て
い
る

が
、
限
定
的
だ
。
子
ど
も
の
頃
に
外
国
人

と
の
交
流
を
持
つ
事
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
て
る
上
で
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
経

験
に
な
り
、
多
様
性
の
理
解
や
外
国
文
化

に
触
れ
る
事
に
よ
り
自
国
の
文
化
を
学
ぼ

う
と
す
る
意
欲
に
も
つ
な
が
る
。
度
々
質

疑
の
中
で
、
外
国
人
留
学
生
の
人
材
を
教

育
現
場
に
活
か
す
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。

現
在
、
２
つ
の
小
学
校
で
外
国
人
留
学
生

と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
人
材

に
限
り
が
あ
る
事
も
重
々
承
知
し
て
い
る

が
、
こ
の
２
つ
の
小
学
校
や
中
野
駅
周
辺

の
子
ど
も
た
ち
限
定
的
に
な
る
の
で
な
く
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
の

よ
う
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
る
事
が
出
来

る
よ
う
、
区
と
し
て
も
マ
ネ
ー
ジ
し
て
欲

し
い
が
ど
う
か
。

A　

区
は
明
治
大
学
、
帝
京
平
成
大
学
と

３
月
に
包
括
協
定
を
締
結
し
た
。
今
後
、

連
携
事
業
の
拡
大
を
検
討
し
た
い
。
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1981年 9月2日生まれ　東京都中野区出身／東京文化小学校、東京文化中学校卒業／米国アニーライトスクール高
等部卒業／米国クレアモント・ピッツァーカレッジ卒業／在学中、北京大学医学部へ短期留学／約4年間、民間企業
に勤務／民主党衆議院議員手塚よしお秘書、参議院議員蓮舫秘書として経験を積み、2011年4月中野区議会議員
選挙で1530票をいただき初当選／役職：厚生委員会・地域支えあい推進特別委員会副委員長

中村延子
なかむら のぶ こ

略歴

趣味 ●音楽、料理、旅行、フラワーアレンジメント●おとめ座／B型／酉年

中野区長選挙で
田中大輔氏が
再選されました。
６月１日告示、８日投票の区長選挙は、田中大輔
氏が４期目に再選されました。私たち中野区議会
民主党議員団が推したきじけんじさんは次点に終
わりました。投票率は４年前よりも１%下回る
29.49％と相変わらず低投票率でした。
この結果を受け止め、これからも中野区民の目線
に立ち、区政のチェックを果たしていきたいと思
います。

大手企業の
女性セミナーで
講師を務めました。
４月１８日、某大手企業労働組合の「女性セミナー」
にて講演をさせていただきました。ワークライフ
バランスをテーマにお昼時間の４５分間の会。最
初２０分ほどお話し、その後参加された方々の質
問等を受けながら、政治家になった理由や女性政
治家としてのお仕事、悩みや苦悩、モチベーショ
ン等お話しました。こんなに大勢の方の前で自分
の話をするのは初めての事でしたが、とても良い
経験になりました。特に、ある方に「これを機会
に地方議員選挙にも行こうと思った」と言ってい
ただき、本当にうれしく思いました。

豊島区へ
視察に行ってきました。

４月１６日、石塚真知子西東京市議会議員、本目
さよ台東区議会議員とともに、豊島区の「がん対
策推進条例」および「デート DV 教育」について
視察をしてきました。同年代の女性議員とは興味
分野が近く、今後も連携して取り組んでいきたい
と思います。

会派視察へ
行ってきました。
３月２６日から３日間、会派で北海道深川市、赤平市、
富良野市へ視察に行ってきました。深川市では成
功している病児・病後児保育の施策について、赤
平市では駅に併設された市民施設「交流センター
みらい」について、富良野市では市民が理解しや
すいように作られた「市民向け予算説明書」につ
いてお話を聞いてきました。今後の中野区の施策
に生かしていきたいと思います。


